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平成２４年度　第３回理事会開催
　９月２５日、さいたま共済会館において第３回理事会開催が開
催された。議案は以下の通り。
第１号議案　｢公益財団法人埼玉県サッカー協会規程等改正（案）
　　　　　　について｣
第２号議案　｢SFAミッション改正（案）について｣
第３号議案　｢２０２０東京オリンピック・パラリンピック招致に関
　　　　　　する協力依頼について｣

　第１号議案の主な変更点は、①登録料について、関東協会へ
の登録料が明記されていないので明記したのと、現状の登録料
と金額が誤っていたので現状通りとした。また、役員登録料別
表を削除した。②就業規則第７条の事務局終業時間を１７時３０
分から１８時００分とし、休憩時間を午後１２時３０分から午後１時
３０分までとした。③就業規則第２５条第２項の職員定年を、満
６０歳から満６５歳とした。④会計規程、給与規程、旅費規程は、
監査法人指導のもと改正した。⑤個人情報保護指針、個人情報
基本規程は、JFA 規程に沿って全面改正をした。⑥リスク管理
規程は、監査法人指導のもと新規規程を作成した。通報先一覧
表は、理事・監事・評議員・各種別連盟長・事務局員を明記した。
　第２号議案については、新規ページ（図参照）を作成したこと
と、ミッション１において各市町村 FA との連携を追加、ミッシ

彩の国カップの勝者は、２年連続で平成国際大学
　平成２４年度彩の国カップ 第１７回埼玉県サッカー選手権大会
の決勝が、８月２６日に鴻巣市陸上競技場で開催された。昨年に
続いて、平成国際大学と尚美学園大学との対戦となったが、平
成国際大学が３対２で尚美学園大学をかわして、２年連続２度目
の優勝と天皇杯出場を果たした。
　夏の暑い盛りの中、多くの観客の皆さんに来ていただき、あ
りがとうございました。共催、後援、協賛各社の皆様に御礼を
申し上げます。今後ともよろしくお願い致します。

平成２４年度彩の国カップ 第１７回埼玉県サッカー選手権大会
８月５日〜２６日　鴻巣市陸上競技場他

※優勝した平成国際大学は第９２回天皇杯全日本サッカー選手権大会に
埼玉県代表として出場する。

ョン４ではドクターマップの作成を追加、ミッション６で研修会
の充実を追加、ミッション８には、公益財団法人移行化に伴い、
公益事業規模の拡大および充実を図りたい旨を追加した。
　第３号議案は議決書を作成し、県体協へ提出することが了承
された。（ミッションについては公式ウェブサイト参照）

第９２回天皇杯全日本サッカー選手権大会
（終了分のみ）９月１日〜１月１日　国立競技場他

１回戦 ブラウブリッツ秋田 １—０ 平成国際大学
２回戦 大宮アルディージャ ２—０ ブラウブリッツ秋田
 浦和レッズ ２—１ ヴォルカ鹿児島
３回戦 大宮アルディージャ ３—１ アビスパ福岡
 カマタマーレ讃岐 １—２ 浦和レッズ
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コミュニケーションの強化とコンプレックスの排除

——お疲れ様でした。ベスト８で終わったのは残念でしたが、いい
チームを作られたと思って見ていました。

荻野　最後（３回戦の大阪府戦）は力の差を感じましたね。個人
もチームも。残念でした。

——その話はのちほどにして、まずはチームの立ち上げから伺いた
いと思います。昨年までの国体チームは、中学３年生最後の３月
の時点で県トレセン、レッズ、アルディージャの選手が揃って選
考会を行い、４月からのトレセンリーグに臨んでいました。それ
がこのチームから例年よりも早い段階から合流となりましたね。

荻野　昨年のことですが、Ｕ−１５のトレセ
ンを始める前に、坂庭さん（技術委員長）
と矢作さん（典史氏。浦和レッズアカデミ
ーセンター長）、中村順さん（大宮アルディ
ージャ育成部長）を交えて、Ｕ−１５からレ
ッズとアルディージャの選手たちも交えて
県トレセンとして活動していくという申し合
わせをしました。
　その流れで既存のＵ−１４県トレセン、レ
ッズ、アルディージャの同じ年代の選手た
ちが集まり、ミックスチームを作ってゲームをしたかったのです
が……まずは練習試合という形でスタートさせました。本当にミ
ックスさせたのは、夏休みのキャンプからで、そこで２５人程度
集めて、後期から始まるトレセンリーグに備えたのです。
　もともとの県トレセンの選手たちは私のコンセプトをある程度
理解していましたから、キャンプからレッズとアルディージャの
選手たちにも自分の考え方をアプローチしてきました。
　Ｕ−１５のトレセンリーグはほとんど勝てず、特に神奈川には
遊ばれていましたね。年が明ける頃には、僕と選手たちのコミュ
ニケーションが取れるようになり、かつ、ずっと県トレセンで活
動してきた中体連や街クラブの選手たち、７〜８人の様子が変わっ
たんです。Ｊクラブの選手たちへのコンプレックスが全く無くな
り、対等にしゃべるようになったんです。この二つが大きなアド
バンテージになったと思います。その年のクラブユースの大会で
クマガヤSC が優勝して、アレグレが準優勝したことも、Ｊクラ
ブ以外の子どもたちにとっての自信になったのかもしれません。

——これまで県選抜の課題の一つとして挙げられていたコミュニ
ケーションは、今回のような早い合流でほぼ解消できたというこ
とですね。

荻野　そうですね。あとＵ−１３から持ち上がっていく中で、茂木
力也や小川紘生、里見直樹が、街クラブからレッズやアルディー
ジャに入り、その後特に茂木と小川が日本代表として AFC U −
１６選手権イラン２０１２で活躍してくれたことは、うれしい誤算で
した。
大森　プリンスリーグを吉武さん（博文氏・Ｕ−１６日本代表監督）
が見てくれて、気になったと言うことでレッズの練習にも行った
そうです。そこから代表に呼ばれ、国体中も「また小川が決めた」
とニュースが入ってきて、うれしかったですよね。
　彼らは岐阜に行けませんでしたが、その中でベスト８に入った
のは選手たちのがんばりが一番です。もう一つは、清明さんのパ

ーソナリティのよるものが大きいと思います。また、レッズから
スタッフとして入ってくれた隆正（渡辺隆正氏）も同じ歩調でいて
くれたのでブレもなく、高体連とＪクラブの関係もよかったと思
います。まあ、２時間のミーティングも当たり前でしたね（苦笑）。
荻野　坂庭さんから「（スタッフは）荻野先生のやりやすい人、
誰でもいい」と言っていただいたので、（浦和高校の教え子でも
あるレッズの）隆正、（浦和東高校で共にコーチをした越谷総合
技術高の）平尾（信之氏）、Ｕ−１５トレセンからの継続で（飯能
ブルーダーの）土居さん（智氏）、（本庄第一高の）武藤さん（敏
道氏）、そして国体をずっとサポートしてくださっている（西大宮
病院の）加藤トレーナー（一夫氏）にお願いしました。本当にオン、
オフ両面で充実した楽しいスタッフでした。

「サンダー！」とは？

大森　スタッフ同士、とてもいいコミュニケーションが取れてい
ました。また、清明さんと隆正が試合以外のところでも選手た
ちと積極的なコミュニケーションをしていたので、チーム作りに
おいてもいい落とし込みができたと思います。
　ただ、選手たちと清明さんたちが「サンダー！」って言ってい
るのがよくわからなかったですね。ＪＦＡが作った新しい言葉か
なと思ったんですよ（笑）。

——報告書を拝見すると、攻撃のところで「サンダーパス」という
単語が出ていますね。

大森　縦パスなんですよ。生温くなくスピ
ードある縦パスのことです。（パスの）受け
手も出し手も常に狙っていこうと。見てい
て、とにかく「サンダーを通すんだ」とい
うのは面白かったですね。そのために常に
モビリティを求めていて「モビれ！」と言っ
ていましたよね。
　あとはシンプルに相手の裏を取ろうとい
う話をしていました。Ｊクラブでプレーし
ていると足下へのパスが多いじゃないです
か。彼らを見ていると長いボール（パス）を蹴ることができるの
に、狙っていなかったり、（味方を）見ていなかったりともったい
ないと思える場面が多かったんです。要は（裏を）取れるのに、
取れないという感じだったんですが、清明さんからの指導を受
けて彼らも「そうか」という感じで取り組んでいました。
荻野　Ｕ−１５のときは月に一回の活動しかなく、それもトレセン
リーグに参加していましたから試合ばかりで練習はほとんどでき
なかったんです。Ｕ−１６になってから月２回、練習できるように
なって、攻守にわたってどういうサッカーをするのかをトレーニ
ング出来るようになりました。彼らは１試合する毎にステップア
ップしていってくれました。
大森　そんな中で菅原（朋也・アルディージャ）が入ってきましたね。
荻野　最初はゴリゴリのイメージだったんですけど、攻撃時のパ
ス、ドリブル、シュートはただ者ではなかったですね。最初は、
守備はほとんどしないプレーヤーでしたがね（笑）。
大森　試合を観に来たアルディージャのスタッフが「普段の朋也
じゃない」っていうほど、守備もしてくれました。
荻野　シュートが特にすごい。実際、ケガ人が出る中でどうしよ
うかと思っていたときにＵ−１６リーグの試合を観に行ったんです
ね。メンバーがみんな元気だったら、観に行かなかったかもしれ

「ぎふ清流国体」で少年男子がベスト８に
〜荻野清明監督、大森健司２種技術委員長に聞く〜

　「ぎふ清流国体」において、今年度の埼玉県選抜少年男子が大分国体（２００８年）以来のベスト８に入賞した。夏の
関東ブロック大会では劇的な勝利で本大会の切符をつかんだチームはどういう活動してきたのか。今回は荻野清明
監督（浦和東高）と大森健司２種技術委員長（越谷南高）に話を聞いた。

大森健司氏

荻野清明氏
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ません。後で聞いたら、Ｕ−１５のときの合同練習の中にいたん
ですよね。見逃していたわけです。関東ブロック大会の後から入
ってくれましたが、本大会では核になってくれました。うれしい
出会いでしたね。

技術とスピードの差

——しかし、時間が経つ中でそういう発見もあるのが、この年代
の面白さなのかもしれません。さて、関東ブロック大会では東京
に延長の末に負けたものの、神奈川に０−３から大逆転して本大
会への切符を手にしました。その本大会ではベスト８。改めて振
り返っていただけますか。

荻野　関東ブロック大会から代表やケガなどで５人、入れ替わ
ったんです。
　１試合目（愛媛戦）は、立ち上がり１５分以外は完璧でした。２
試合目（富山戦）は終始圧倒していました。しかし、３試合目の
大阪で負けてしまいました。
　富山戦では相手に５秒もボールを持たせることは無く、その調
子で大阪戦にも臨んだのですが、意外にも大阪は蹴ってきたん
です。さらにそのセカンドボールも拾われて、かつ足下でもパン
パン弾かれて、技術とスピードはそれまでの試合とは雲泥の違い
でした。６分に先制されて、７分に同点としましたが、普通にや
ったらボコボコにされてしまいそうだったので、守備面での修正
を行いました。スピードがある相手に食いつきすぎずに、自陣
でパスを回されても冷静にゴール方向を切って最後は身体を張っ
ていこうと指示しました。ただ後半にダメージが残ってしまいま
した。相手は２試合目、こちらは３試合目でしたからね。後半の
２点は、スピードあるドリブラーの11 番（平尾壮選手・ガンバ
大阪ユース）にサイドを割られました。ＤＦで奪った後、もっと
中盤に繋ぎたかったのですが、蹴るのがやっという感じでしたね。
大阪は優勝するに値するチームだったと思います。
　レッズの選手たちも感想文に「（自分たちは）まだまだ全然」
ということを書いていました。悔しいですけれど、ベスト４に入
るチームはちょっと違いますね。
大森　勝てば勝つほど、スカウティングに追われて埼玉の試合を
観ることができませんでした（苦笑）。あの準々決勝は、前半は
千葉と兵庫の試合を観ていましたが、とにかく兵庫がすごくて試
合運びが上手いんですよ。前半０対０で終わったんですが、あの
千葉が何もできていませんでした。これまで関東のチームが常に
優勝していましたが、他の地域のレベルが上がってきていますね。
　確かに大阪戦での埼玉の
選手を観たら、いつもは繋
いでいる場面でクリアして
いましたね。これまで大阪
や兵庫は、激しい試合をや
ってきたのでしょう。彼ら
のレベルに付いていかなけ
ればならないと思いました。
大分国体でも大阪に０対１
で負けましたが、もっと差
が開いたと思います。
荻野　選手たちからは「大
阪よりも神奈川が強かった」
という声もありました。ま
あ、神奈川との試合（関東
ブロック大会。前半０—３か
らの大逆転）のときは、“魂”
だけでした。選手、スタッ
フが一緒になって最高の準
備をしてミーティングをやっ
たんですよ。ケガ人と出場
停止があって、とにかく11
人でやるしかなかったという

底力によるものでした。
　Ｕ−１３のときから選手たちを観てきて、３年半。気持ちよく
指導できました。特にレッズ、アルディージャのスタッフには協
力していただいて感謝します。
大森　実は清明さんにトレセンをお願いするにあたり、年齢のこ
ととかも含めて色々考えたんです。全体的にスタッフを若返させ
ようとする中で、先輩にお願いするのはいいのかどうかと。その
中でいい成果が出たと思います。やはり、若いうちから国体のス
タッフに入ってもらい、何回かやってもらうことも大事だとわかり
ました。今回は、本当にありがとうございました。お疲れ様でした。

——お二人とも、重ね重ね、お疲れ様でした。スタッフの皆さん、
全員に感謝したいと思います。選手たちにとっては、まだ通過点
です。これからこの国体に関わった選手たちがどのように成長し
ていってくれるかが楽しみです。ありがとうございました。

関東Ｕ−１６トレセンリーグ
 ４月２２日 埼玉県 １—２ 山梨県
 ５月２７日 埼玉県 ４—１ 茨城県
 ７月１６日 神奈川県 １—１ 埼玉県

国体関東ブロック予選
 ８月１８日 東京都 ５—３ 埼玉県
  （３延長１） 得点者　清川２、小川

 ８月１９日 埼玉県 ４—３ 神奈川県
 得点者　清川２、里見、小川 （１延長０） 

ぎふ清流国体　飛騨古川ふれあい広場他

 ９月３０日 １回戦 埼玉県 １—０ 愛媛県
 得点者　ンドカ 

１０月１日 ２回戦 富山県 ０—３ 埼玉県
   得点者　里見２、ンドカ 

１０月３日 準々決勝 埼玉県 １—３ 大阪府
 得点者　菅原

少年男子
  監督 荻野清明（浦和東高校）     
 番号 位置 　選手名 現在登録チーム名 ３種登録チーム名 ４種登録チーム名
 １ GK 佐川　雅寛 本庄第一高校 クマガヤSC 江南南
 ２ DF 細田　真也 浦和レッズＹ 浦和レッズJrY 本太サッカー少年団
 ３ DF 吉原　　大 浦和レッズＹ 浦和レッズJrY 川口朝日リボルバー
 ４ DF 髙山　和真 大宮アルディージャＹ 大宮アルディージャJrY 川越パンサー
 ５ MF 池田壮太朗 浦和東高校 大宮アルディージャJrY 新座片山FC少年団
 ６ MF 勝野　　瑛 浦和レッズＹ 浦和レッズJrY FC浦和
 ７ FW 菅原　朋也 大宮アルディージャＹ 大宮アルディージャJrY 大宮アルディージャＪr
 ８ MF 小野　雅史 大宮アルディージャＹ 大宮アルディージャJrY 大宮アルディージャＪr
 ９ MF 橋岡　和樹 浦和レッズＹ 浦和レッズJrY FC浦和
 １０ FW ンドカ　ボニフェイス 浦和東高校 大宮アルディージャJrY 越谷サンシン
 １１ FW 里見　直樹 大宮アルディージャＹ FC深谷 熊谷西少年団
 １２ GK 後藤　大輝 大宮アルディージャＹ 大宮アルディージャJrY 大谷場サッカー少年団
 １３ DF 長島　　巧 浦和レッズＹ 浦和レッズJrY FC鶴ヶ島
 １４ MF 清川　大輝 浦和レッズＹ 浦和レッズJrY 三室SSS
 １５ MF 岡野　　森 浦和レッズＹ 浦和レッズJrY FC浦和
 １６ MF 松崎　洸星 浦和レッズＹ 浦和レッズJrY FC浦和 
 ※ DF 植木　亮太 大宮アルディージャＹ ※関東ブロック大会出場
 ※ DF 荒木　聡太 浦和レッズＹ ※関東ブロック大会出場
 ※ MF 小川　紘生 浦和レッズＹ ※関東ブロック大会出場
 ※ FW 白川　竜義 大宮アルディージャＹ ※関東ブロック大会出場
 ※ DF 茂木　力也 浦和レッズＹ ※関東ブロック大会出場
 ※ FW 廣井　恭平 武南高校 ※関東ブロック大会出場

埼玉県少年男子チーム
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埼玉県女子チーム

埼玉県成年男子チーム

成年男子　埼玉県 vs 群馬県 女子　埼玉県 vs 東京都

　９月６日から９日まで、ポーランド・ワルシャワにおいてダノン
ネーションズカップ２０１２が開催されました。日本代表としてレ
ジスタＦＣ（八潮市）が出場し、見事準優勝という好成績を収め
ました。金杉伸二代表に話を伺いました。
　「いい経験をさせていただきました。３８もの国（２ヵ国欠場の
ため）のチームが集まる機会もないでしょうし、また私自身、経
験がありません（笑）。ですから、食事のときに他国の子どもた
ちがバンバン食器を叩いたりして、日本では考えられないような
こともありましたが。
　まず今回は１４名に絞ることが大変でした。日を追うことに子ど

もたちの成長が早いものですから、この大会が１ヵ月前、もしくは
１０日後にあれば、また違った選手構成になっていたかもしれませ
ん。９人制の試合を１４人の選手たちと予選リーグ（１５分×１）を４
試合、決勝までのトーナメント（２０分×１）を４試合戦ってきました。
　初戦のチェコ戦では流れの中で３点取れたのですが、次のウ
ルグアイに引き分けたんです。試合は１５分一本勝負。ダラッと
流れてしまったのですが、ここで目が覚めました。様子見をして
いる時間はないというのがわかったんです（笑）。
　決勝トーナメントでも２０分一本ですから、お互いに自分たち
のサッカーの押し付け合いのようなものでした。相手がどうして

レジスタＦＣが世界準優勝！〜ダノンネーションズカップ２０１２ inポーランド〜

第６７回国民体育大会　関東ブロック大会
８月１８日　駒沢オリンピック公園総合運動場他
●成年男子
１回戦　　埼玉県　０—２　群馬県
※ 茨城県と栃木県が本大会に出場。
●女子
１回戦　　埼玉県　０—３　東京都
※ 千葉県と茨城県が本大会に出場。

成年男子　関東ブロック大会
  監督 武田　幸生（ドルフィンズ SC）
 番号 位置 　選手名 　　　　チーム名 
 １ GK 佐藤　仁美 東京国際大学体育会サッカー部
 ２ DF 安藤　基司 東京国際大学体育会サッカー部
 ３ DF 三橋　　瑛 東京国際大学体育会サッカー部
 ４ DF 市瀬　勇樹 東京国際大学体育会サッカー部
 ５ MF 瀬野　高司 東京国際大学体育会サッカー部
 ６ DF 鹿糠　智正 東京国際大学体育会サッカー部
 ７ MF 小玉　敏之 東京国際大学体育会サッカー部
 ８ MF 若井　祥吾 東京国際大学体育会サッカー部
 ９ FW 福島　　遼 東京国際大学体育会サッカー部
 １０ FW 川村　誠也 東京国際大学体育会サッカー部
 １１ MF 高橋　明嗣 東京国際大学体育会サッカー部
 １２ FW 岩井　雄大 東京国際大学体育会サッカー部
 １３ MF 笠原　友昭 東京国際大学体育会サッカー部
 １４ DF 伊東　駿多 東京国際大学体育会サッカー部
 １５ MF 上船　利徳 東京国際大学体育会サッカー部
 １６ GK 武田　幸生 ドルフィンズ SC

女子　関東ブロック大会
  監督 中瀬　晴彦（尚美学園大学）
番号 位置 　選手名 　チーム名 
 １ GK 飯嶌うなみ 尚美学園大学
 ２ DF 佐藤　千鶴 尚美学園大学
 ３ DF 阪戸　りな 尚美学園大学
 ４ DF 大滝　彩美 尚美学園大学
 ５ DF 林　香奈絵 尚美学園大学
 ６ MF 今井　　彩 本庄第一高校
 ７ MF 白土　莉那 尚美学園大学
 ８ FW 須永　未来 本庄第一高校
 ９ MF 藤村　茉由 尚美学園大学
 １０ MF 髙橋　花歩 尚美学園大学
 １１ MF 川越あきら 久喜高校
 １２ GK 三枝　詩音 尚美学園大学
 １３ DF 青木　　麗 尚美学園大学
 １４ MF 藤井みなみ 尚美学園大学
 １５ FW 中山　慶子 久喜高校

ぎふ国体　少年男子準々決勝　埼玉県 vs 大阪府　写真提供/（公財）埼玉県体育協会

ぎふ国体　少年男子２回戦　埼玉県 vs 富山県　写真提供/（公財）埼玉県体育協会
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写真提供／レジスタＦＣ

審判委員会より
●ＪＦＡ関東審判トレセン埼玉開催

〜審判委員長　岡田　泉〜
　去る９月２２日（土）、２３日（日）の１泊２日、東京国際大学・尚
美学園大学・県大学連盟協力のもと JFA 関東審判トレセンが本
県で実施されました。JFA 地域審判トレセンは、年８回行われ
全国９地域における審判指導者並びに審判員の資質向上を目的
とし、同プログラムを実施することにより地域間格差を無くし、
日本サッカー全体のレベルアップにつなげることを目的に実施さ
れているものです。関東地区では関東インストラクター３名、２
級審判員６名が参加しています。参加していない都県もあること
から、内容を各都県に還元できるよう全ての都県で１回実施して
います。今回は、オブザーバーとして本県インストラクター並び
に審判員が参加しました。
　今回のテーマは「オフサイド」でした。テーマに沿って、イン
ストラクターによるビデオ判定テスト・ビデオクリップディスカッ
ション・プラクティカルトレーニング・フィジカルトレーニング・
資質向上プレゼン・競技規則プレゼン・ビデオによるレフェリン
グ分析、審判員によるスタンツ（体を使っての表現）・競技規則テ
ストが行われました。
　今回行われたプラクティカルトレーニングの一部を紹介しま
す。相手競技者へ干渉することによるオフサイドのケースを取り
上げ、デモンストレーターとして東京国際大学サッカー部員の皆
さんにインストラクター指導の下、実演してもらいました。相手
競技者に干渉するとは、相手競技者を惑わす等です。このトレー
ニングを通して参加者は、副審の合図に頼るのではなく主審の
判断力の重要性について再確認しました。
　審判はゲームを構成する上で非常に重要な役割を担っていま
す。県内外のゲームを見る機会も多くありますが、判定の平等
性ということに関しては保障されていると言えるでしょう。しか
し、判定基準となると事象を見極めることができずに判定基準
がばらつくことが多いように感じられます。サッカーの魅力、競
技者の力を十分に引き出せるようＪＦＡ地域トレセンから発信し
ていけるようにしたいと思います。最後になりましたが、御協力
頂きました関係者の方々に御礼申し上げます。

くるかなんて考える時間もないんです。ただのぶつかりあい。オ
フサイドもありませんし、こちらもポゼッションはなし。とにか
く仕掛けていくだけでした。
　我々のテーマとして『日本人らしさ、レジスタらしさ』を出そ
うと話をしていました。ちょうどロンドン五輪で日本代表が前か
らガンガン行ったじゃないですか。『あれ、いいよね』と意識を
持ってハードワークに務めました。だからシュートを打ちたかっ
たら、自分でボールを奪う、１stDF はバシッと行こうと。とに
かく相手選手たちは上手いし、大きいし、速かったですね。

「悔しい」
　得たものは、お世辞も含めてでしょうが、様々な国のコーチか
ら『日本のサッカーは素晴らしい』『この大会のベストチームだ』
と賞賛されたことです。今までやってきたことは間違っていなか
ったのだと自信になりました。子どもたちを見ても、いろいろな
国の子どもたちから人気があり、ペナントやユニフォーム交換を
求められていましたから、サッカーそのものが世界から認められ
たのでしょう。特にアジリティの部分では『どういうトレーニング
をしているのか？』という質問が多かったですね。ブラジルのコ
ーチからは『実際に紙に書いてくれ』とまで言われました（苦笑）。
　帰国して、皆さんから『おめでとうございます』と言っていた
だくのですが、率直に言うと悔しさしかないんです。どんな舞台
でも２位は悔しいんです。正直、うちのチームでなく他のチーム
が出たならば優勝していたのではと思ったりもしました。そうい
う思いというのは、優勝しなければ払拭できないですね。本当
に悔しかったです。だからでしょうか、選手たちは上には上がい
るというのがわかったことで、今までよりも真剣にサッカーに取
り組んでくれているような気がします」

●２０１２強化審判員研修会報告
〜審判委員会指導部長　木村　滋〜

　１０月６日（土）全国高等学校サッカー選手権大会埼玉県大会
の２次予選を利用し強化審判員研修会を実施しました。初戦と
なる６日は、尚美学園大学Ｇ、戸田市惣右衛門Ｇ、西武台高校
において１２名のレフェリーがゲームを担当し、実技研修を行い
ました。実技研修では判定の的確さ、一貫性、ゲームコントロー
ル（警告、退場）、体力、動き、ポジショニングについて検証し
ました。
　夕方には、会場を上尾南高校へ移し、グループディスカッショ
ン、「一級レフリーに必要な資質とは」というテーマで話し合い、
グループごとに発表をしました。講話では、関東インストラクタ
ー部長の濱名哲也氏より日本のトップレフェリーの役割、責任、
心構えなどをレクチャーしていただきました。その後、上尾第一
ホテルに宿泊し、７日は再び上尾南高校において、グループディ
スカッション講評、ＶＴＲ研修、ルールテスト、レクチャーと多
様な内容となりました。
　参加した審判員の力量は、昨年に比べ確実に進歩していると、
実感しています。取り組む姿勢の高さに、これからの活躍が十
分期待できると感じました。１０月の県大会トーナメントにおいて
も３３名の審判員が指名され参加します。さらに、多くの審判員
が質を高め埼玉サッカー発展のため、研鑽されることを期待い
たします。

指導者養成より
●２０１２年度（公財）日本サッカー協会公認Ｃ級コーチ養成講
習会 SFAインターンシップコース（夏） 開催
　この夏も９月４日から７日まで、Ｃ級インターンシップコースが
開催されました。受講者は７名。暑い中、大学生たちががんばっ
てくれました。
　今年度活動してくれている大学生は６３名。県内１０校の中学校
に派遣されて、指導しています。皆様のご理解とご協力をお願
い致します。

●予選リーグ
 レジスタ　３—０　チェコ
 レジスタ　０—０　ウルグアイ
 レジスタ　１—０　ブルガリア
 レジスタ　３—０　モロッコ
●決勝トーナメント
ラウンド１６ レジスタ　２—０　アメリカ
準々決勝 レジスタ　２—１　スペイン
準決勝 レジスタ　３—１　アルゼンチン
決勝 レジスタ　０—０　韓国
　　　　　　　　　　　　　　　（１PK３）

※ 優勝は韓国（Pocheoldong Elementary School）
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　この夏、武南高校が高校総体で初の準優勝に輝いた。埼玉県
勢としては９５年の西武台以来の結果をもたらしてくれた。さら
にＵ−１８リーグでも優勝し、来期のプリンスリーグ復帰にも期待
がかかる。高校選手権の県予選を前に、ここまでのチーム作り
について伺った。

（インタビューは９月２６日）

「リーグ戦の位置づけが低い」

−−まずは高校総体準優勝、おめでとうございます。またＵ−１８リ
ーグの優勝も素晴らしい追い上げを見せた逆転優勝でした。

大山　ありがとうございます。

−−まず、直近であるリーグ戦優勝についてお伺いしましょうか。

大山　そうですね。まず優勝したことの前に一つ。埼玉において、
いわゆる「リーグ戦」の位置づけはまだまだ低いと思います。こ
れがいいことなのかどうか。２種ならば、まだまだ高校選手権
が一番で、次に高校総体という順列ですが、これからはリーグ
戦を最も高く位置づけをしなければならないと思います。一発
勝負のトーナメントの出来不出来で結果が左右されるのではな
く、年間を通じた結果を評価するべきだと思うのです。
　怪我など、時期やタイミングなどチームにとってはマイナス面
もあるでしょう。どうしてもモチベーションが上がらないことも
あるでしょう。しかし、そんな中でもリーグ戦はあるのです。ど
んな時でも「どう戦うか」を考えなければならないのがリーグ戦。
短期決戦ではなかなかできないことですから、価値があるので
す。この意識が埼玉では全国に比べてお粗末のような気がします。
　リーグ戦というのは子どもたちとサッカーをやらせてもらって
いる中で、願ってもいないチャンスです。時間はかかるでしょうが、
県からでもプリンスリーグ、プレミアリーグへのチャンスが芽生
えたのですから。ここを勝ち上がった県代表に対しては、もっと
バックアップをしてもらいたいものです。
　そう、県代表なのです。代表の活躍を埼玉の３種、４種の子
どもたちは見ているんですよ。だから、県代表になるチームも、
その大会に出場しているチームも、もっと高い意識を持ってほし
いのです。そのためには、もっと自分たちで盛り上げていく必要
があると思います。宣伝がイマイチかな。選手たちも、一人でも
多くの人に見てもらうと、好プレーも生まれると思いますね。

−−年間を通じたリーグ戦の提唱については、全種別においてＳ
ＦＡとしても取り組んでいます。ただ、既存の大会がある中で行
ってもらっているために「大会が一つ増えた」という感覚で取り
組んでもらっているというのが現状です。選手たちを育成する場
として、ベースになるのがリーグ戦だという意識を持っていただ
きたいものです。そのためにも、もっと積極的な広報活動を行っ
ていきたいと思います。
　さて今回は、高校の全チームがすべて参加してのＵ−１８リー
グとなりました。かなり手応えがあったのではないでしょうか。

「今年は足りない」

大山　たまたま、上位の４チーム（西武台、正智深谷、浦和東と
武南）が集まったので、気合いの入ったリーグ戦になりました。
ただ、前期を終えた段階では５位。「厳しいなぁ」と思いましたね。
このチームでどこにターゲットを置こうかと考えたとき、リーグ
戦を捨てようかなと思ったこともありました。高校総体に絞るか、
それとも高校総体も捨てて、選手権に賭けるか……。

　選手のプレーの精度——パス、シュート、
コントロールを見ても、これでは外では戦
えないと思っていました。確かに関東大会
の県予選は優勝できましたが、納得してい
ませんでした。実際、本大会準決勝では１
点も取れずに負けたんですから。精神的な
ものを踏まえて、今年は足りないと判断し
たのです。
　このままではいけないと思い、欠点の改
善に着手するか、ゲームの中で使える基礎
技術を徹底させるのか。止まってコントロール、１st タッチで相
手をかわす……しかし、それではお話にならないわけです。
　
−−折り返しとなった第８節（５月２０日）終了時点では５位だった。
そこから順位を一つずつ上げて行き、最終節は浦和東と正智深
谷と三つ巴の混戦となりました（最終節は浦和東と正智深谷の直
接対決。１—１で終わった）。

大山　最後まで盛り上がりましたね。最終戦、西武台に勝てて
よかったです。

−−このリーグ戦を挟まれながら、高校総体予選がありました。

大山　リーグ戦を戦う中で「これからどうしようか」と思っていま
したが、高体連の大会としては、とにかく全国への可能性は２回
あるわけです。予選を前にして、とりあえず全力でぶつかって行
こうと話をしていたら、がんばっちゃったんです（笑）。いい試合
もあれば、内容的に納得できない試合もありましたけれど。ただ、
選手には厳しいことをしました。通常は進路のことも考えて、最
上級生を優先にして起用しましたが、今年は精選して、そこに２
年生と１年生にもチャンスを与えて、どのくらいの“すそ野”があ
るのか確認したかったんです。すると、選手たちが勇気あるプレ
ーを見せるようになったんです。こっちの考えを読み取ったのか
はわかりませんが、下級生には成長が見られ、上級生は責任あ
るプレーを見せてくれるようになり、結果的には相乗効果があり
ましたね。

「答えは転がっている」

−−そして西武台と共に埼玉県代表となりました。長野での高校
総体を振り返っていただけますか。

大山　試合ごとにチームが一つになっていった大会でした。ずっ
と選手たちに繰り返し問いかけたのは「個々のレベルはどのくら
いあるのか？　そこで何ができるのか？　そこまでできていな
い。では相手チームに勝つ為に何をしなければならないのか」と。
求めたのは「答えは転がっている。見つけろ」と。
　特に夏から、攻守の切り替えのところ、最初の３歩のところの
初期動作を理解してくれるようになりました。だから大会を通じ
て、カバーもフォローもできていたんです。夏休みに入って、本
番モードに突入して、感触はありましたね。

−−初戦から大量得点でした。

大山　１回戦、５点取っていい流れになりました。続く、鹿児島
城西との試合はリベンジ（昨年の高校総体）。集中できました。
あとで思うと、試合を重ねるごとに集中でき、サイドの崩しなど
武南本来の形が出てくるようになりました。失点は多かったです
が、ＣＫからも点を取ってくれました。

祝、高校総体準優勝 ＆Ｕ−１８リーグ優勝
武南高校・大山照人監督インタビュー

大山照人氏
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−−チームとして初の決勝に進出し、結果は残念でしたが、収穫
も多かった大会だったと思います。

大山　そうですね。ただ連戦は（選手たちに）気の毒でしたね。
暑くて暑くて、アンダーシャツの着替えが足りなくて埼玉から送
ってもらったほどでした。でも、あの暑さがあって、こちらとし
ても手綱を引けたかなとも思います。結果的に６連戦と、あそこ
まで行くとは思っていませんでしたが一戦一戦集中できていな
いと勝てるものではありません。まあ、やればできるかと思いま
した（笑）。最後、決勝で負けたのは悔しかったですが、チーム
として一つになれたことを実証してくれたことと、最後までがん
ばれるというところを見せてくれたことを評価したいですね。

　今年の武南はやってくれると思っていたが、残念ながら高校選
手権県予選のベスト１６において敗退してしまった。次年度に期
待したい。

平成２４年度全国高等学校総合体育大会サッカー競技大会
７月２９日〜８月４日　アルウィン他

１回戦 近大和歌山 １—５ 武南
 西武台 ３—０ 札幌大谷
２回戦 鹿児島城西 １—２ 武南
 西武台 ０—４ 前橋商業
３回戦 武南 ３—２ 青森山田
準々決勝 桐光学園 ０—２ 武南
準決勝 武南 １—１ 大阪桐蔭
  （３PK０）

決勝 武南 １—２ 三浦学苑
※ 三浦学苑（神奈川県）は初出場、初優勝

高円宮杯Ｕ−１８サッカーリーグ　埼玉県Ｓ１リーグ
●全日程終了

順位

１

２

３

４

５

６

７

８

チーム名

武南

浦和東

正智深谷

西武台

埼玉栄

昌平

西武文理

市立浦和

勝

１０

８

８

７

６

４

２

２

分

１

３

２

３

５

２

１

１

負

３

３

４

４

３

８

１１

１１

得点

２４

２２

３３

２６

２２

１６

１０

１３

失点

９

１４

１７

１４

１９

２１

３４

３８

得失差

＋１５

＋８

＋１６

＋１２

＋３

－５

－２４

－２５

勝点

３１

２７

２６

２４

２３

１４

７

７

１回戦　武南 vs 近大和歌山

３回戦　武南 vs 青森山田

１回戦　西武台 vs 札幌大谷

２回戦　武南 vs 鹿児島城西

準々決勝　武南 vs 桐光学園

準決勝　武南 vs 大阪桐蔭

決勝　武南 vs 三浦学苑

準優勝　武南高校
２回戦　西武台 vs 前橋商業
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１種
２０１２年度埼玉県社会人サッカーリーグ１部
●全日程終了

平成２４年度全国クラブサッカー選手権大会埼玉県予選
６月３日〜７月１５日　埼玉スタジアム第４グラウンド他

※優勝はクラブフェニックス。全国大会の規定により、与野八王子クラ
ブが関東大会に出場。

２０１２年度県民総合体育大会 兼 市町村対抗戦
７月２２日〜９月２日　熊谷スポーツ文化公園他

※優勝は三郷市。

クマガヤSC

初雁サッカークラブ

新明クラブ

川口SC

サンバ南SC

北坂戸SC

児玉町SC

クラブフェニックス

越谷FC

与野八王子クラブ

ドルフィンズSC

与野蹴魂会

FCドルフィンズ

Aventura K

FC小手指

狭山ラトルズSC

クラブフェニックス

1

1

0

1

23

0

4

2

0

1

2

0

1

1

2

1

0
1

1

0

4

1

0

1

2

2

3

3

1

延長
5

4
PK

5

4
PK

東松山市

三郷市

春日部市

狭山市

草加市

寄居町

飯能市

所沢市

秩父市

蓮田市

熊谷市（大里）

さいたま市北部

日高市

吉川市

上尾市

ふじみ野市

三郷市

1

1

0

7

13

12

3

2

0

2
1

0

1

1

2

0

2

1

2

0

1

7

不戦勝
0

3

0

1

1

0

5

4
PK

5

4
PK

大会記録●県内大会

順位

１

２

３

４

５

６

７

８

９

勝

１２

１０

１０

９

９

６

４

４

２

分

１

２

１

２

１

０

２

３

０

負

３

４

５

５

６

１０

１０

９

１４

得点

４６

３５

４４

２９

５８

３２

３０

２１

１２

失点

１４

２４

３６

２１

２７

３８

４１

４７

５９

得失差

＋３２

＋１１

＋８

＋８

＋３１

－６

－１１

－２６

－４７

勝点

３７

３２

３１

２９

２８

１８

１４

１０

６

チーム名

坂戸シティ

越谷FC

アルドール狭山

FC西武台

クマガヤSC

狭山ラトルズ

浦和レッズアマチュア

川越全酪SC

武南クラブ

３種

女子
決勝　鴻巣吹上中 vs さいたま木崎中

平成２４年度学校総合体育大会中学校サッカーの部
７月１７日〜３０日　川越陸上競技場他

※優勝した鴻巣吹上中
学校とさいたま市立木
崎中学校は関東大会に
出場する。

第４５回平成２４年度埼玉県大学サッカーリーグ戦
●全日程終了

順位

１

２

３

４

５

６

７

８

チーム名

東京国際大学

尚美学園大学

埼玉工業大学

城西大学

埼玉大学

文教大学

共栄大学

駿河台大学

勝

１１

９

７

７

５

２

２

１

分

２

３

５

２

４

５

２

１

負

１

２

２

５

５

７

１０

１２

得点

４６

３７

２５

３８

２０

２３

１５

１２

失点

７

２０

１３

２５

２５

３０

４７

４９

得失差

＋３９

＋１７

＋１２

＋１３

－５

－７

－３２

－３７

勝点

３５

３０

２６

２３

１９

１１

８

４

※優勝した東京国際大学、２位の尚美学園大学は 11 月に開催される関
東大学サッカー大会（入れ替え戦）に出場する。

平成２４年度埼玉県高校女子サッカー選手権大会
８月２１日〜９月２２日　東松山陸上競技場他

※初優勝した久喜高校は来年１月の全国高校女子サッカー選手権大会に
出場する。２〜４位は１１月の関東大会に出場し、全国大会を目指す。

埼玉新聞社旗争奪第２１回埼玉県ユース（Ｕ−１５）サッカー選手権大会 兼 
高円宮杯第２４回全日本ユース（Ｕ−１５）サッカー選手権埼玉県予選大会
９月１日〜１０月１３日　熊谷スポーツ文化公園補助競技場他

さいたま大原

草加瀬崎

越谷新栄

埼玉栄

さいたま美園

所沢安松

さいたま与野東

さいたま木崎

さいたま大谷口

熊谷東

鴻巣吹上

さいたま南浦和

蕨第一

越谷西

川口里

さいたま原山

鴻巣吹上

2

1

1

2

11

2

2

3

0

0

0

2

3

2

0

3

1

4

3

0

2

1

2

0

5

6

1

1-1
0-0
0-0
0-0
0-0
0-0
7PK8

0

0

4

5
PK

3

5
PK

4

5
PK

本庄第一

昌平

庄和

南稜

入間向陽

大宮南

熊谷女子

花咲徳栄

山村学園

川口総合

市立浦和

浦和西

埼玉平成

狭山ケ丘

浦和一女

久喜

久喜

4

0

0

3

30

02

2

0

1

3
1

6

1

0

0

8

2

0

0

9

3

3

0

3

13

0

0

1

7

1

5

4
PK

クマガヤSC

FC・KASUKABE

浦和レッズJY

フットボールクラブ深谷

GRANDE・FC

プレジールSC入間

大宮アルディージャJY

HANフットボールクラブ

クマガヤ
SC8

0

05

10

21

1

2

4

1

3

2
2

1

4

2

見沼フットボールクラブ

坂戸ディプロマッツ

クラブレジェンド熊谷

成立ゼブラFC

2

3

1

2

第１６回埼玉県女子ユース（Ｕ−２２）大会
８月１９日〜９月２日　戸田市惣右衛門サッカー場他

※優勝した浦和レッズレディースユースと２位のエルフェン狭山 MARI は
関東大会に出場する。

エルフェン狭山マリ

白岡SCL

SEフィリアFC

熊谷プレシオッサ

浦和レッズレディースユース

戸木南ボンバーズFC

川越レディースFC

　

0

6

0

6

2

1
10

12

　

　

1

2

0

18

1

1

浦和レッズレディースユース

3

5
PK

第１０回JFA関東ガールズエイト（Ｕ−１２）サッカー大会埼玉県
予選決勝大会
７月７日、８日　上里町宮多目的広場サッカー場

●決勝リーグ

※優勝した戸木南ボンバーズ以下４チームは本大会に出場する。浦和ラ
ッキーズと SE フィリアはＰＫ戦で順位を決定した。

　

C１位

D１位

B１位

A１位

戸木南

＊

１●２

０●１

０●１

チーム名 東大宮

２○１

＊

０●２

０●２

浦和

１○０

２○０

＊

０△０

フィリア

１○０

２○０

０△０

＊

順位

１

２

３

４

　

戸木南ボンバーズ

東大宮エンジェルス

浦和ラッキーズ

SEフィリア

※優勝はクマガヤ SC。関東大会には大宮アルディージャジュニアユース、
浦和レッドダイヤモンズジュニアユース、クマガヤサッカースポーツクラ
ブ、GRANDE FOOTBALL CLUB、FC KASUKABE、フットボール
クラブ深谷、プレジールスポーツクラブ入間、HANフットボールクラブ、
成立ゼブラフットボールクラブが出場する
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フットサル

関東サッカーリーグ１部　さいたまサッカークラブ vs 流通経済大学 FC

第２４回埼玉県少女サッカー大会決勝大会 兼
第２５回関東少女サッカー大会埼玉県代表決定大会
１０月６日、７日　毛呂山町総合公園グラウンド

●決勝リーグ

※東大宮エンジェルスは８年ぶり２度目の優勝。上位にチームが関東大会
に出場する。

チーム名

東大宮エンジェルス

戸木南ボンバーズ

戸塚FCガールズ

和光ベレーザ

順位

１

２

３

４

得失差

＋３

＋４

－３

－４

勝点

９

６

１

１

東大宮

＊

１●２

０●１

０●１

戸木南

２○１

＊

０●２

０●３

戸塚

１○０

２○０

＊

０△０

和光

１○０

３○０

０△０

＊

バーモントカップ２０１２
第２２回全日本少年フットサル大会埼玉県大会
７月８日〜９月17日　くまがやドーム体育館

●決勝トーナメント

※優勝した江南南サッカー少年団は来年１月の本大会に出場する。

ベルナールFC

コスモSC川越

malva saitama fc

新座エースFC

烏天狗Jr.FC

アビリスタFC

あけぼのFC

江南南サッカー少年団

5

0

0

3

3

3

 

2

9

2

9

13

0

0

3

江南南サッカー少年団延長V
ゴール

第１８回全日本ユース（Ｕ−１５）フットサル大会埼玉県大会
８月５日〜９月１７日　くまがやドーム体育館

●決勝トーナメント

※優勝したフォルチFC Aは１１月の関東大会に出場する。

malva saitama fc

ロクFC

紋蔵庵

Futbol Club Cano A

フォルチFC D

FC BUBBLE ASAKA

フォルチFC A

フォルチFC C

2

3

2

2

0

0

 

10

2

7

4

1

4

2

4

フォルチFC A延長前半
Vゴール

0

1
PK

第９回全日本女子フットサル選手権大会埼玉県大会
８月４日　富士見市立市民総合体育館

●決勝トーナメント

※優勝した武蔵丘短期大学シエンシアは９月の関東大会に出場する。

武蔵丘短大シエンシア

0

4

4

5

1

5

Aventura Kawaguchi

Estrela NOVA 川口

SAICOLO

武蔵丘短大シエンシア

大会記録●県外大会
１種・社会人
２０１２年度関東サッカーリーグ１部
●全日程終了

２０１２年関東サッカーリーグ２部
●全日程終了

順位

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

勝

１５

１０

８

８

７

７

６

６

５

１

分

２

３

５

４

６

５

２

２

３

２

負

１

５

５

６

５

６

１０

１０

１０

１５

得点

４２

３５

２７

３４

３７

３５

２８

２９

２６

１５

失点

１３

２８

２０

２９

２８

３８

３４

３６

３８

４４

差

＋２９

＋７

＋７

＋５

＋９

－３

－６

－７

－１２

－２９

勝点

４７

３３

２９

２８

２７

２６

２０

２０

１８

５

チーム名

SC相模原

エリースフットボールクラブ東京

ヴェルフェたかはら那須

tonan前橋

流通経済大学FC

さいたまサッカークラブ

FC KOREA

クラブ・ドラゴンズ

東邦チタニウムサッカー部

神奈川県教員サッカークラブ

順位

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

勝

１２

１１

７

７

６

７

６

６

６

４

分

３

３

６

５

６

２

２

２

２

５

負

３

４

５

６

６

９

１０

１０

１０

９

得点

４８

３１

２９

３２

３０

１９

２８

２１

２９

２１

失点

２２

１７

２０

２７

３２

２８

３６

２９

４１

３６

差

＋２６

＋１４

＋９

＋５

－２

－９

－８

－８

－１２

－１５

勝点

３９

３６

２７

２６

２４

２３

２０

２０

２０

１７

チーム名

東京２３フットボールクラブ

日立ビルシステムサッカー部

浦安サッカークラブ

横浜猛蹴

海上自衛隊厚木基地マーカス

ACアルマレッザ飯能

日本工学院 F・マリノス

東京海上日動火災保険

三菱養和サッカークラブ

パイオニア川越サッカー部

第４８回全国社会人サッカー選手権大会 関東予選
６月２６日〜７月１０日　各地

１回戦 アルドール狭山 ０—２ 三菱商事サッカー同好会
 越谷FC ２—１ 青梅FC
 坂戸シティー ５—３ 韮崎アストロス
  （延長）

２回戦 さいたまSC ７—１ 三菱商事サッカー同好会
 越谷FC ０—８ 流通経済大学FC
 アルマレッザ飯能 ３—２ エリースＦＣ東京
 坂戸シティー １—８ FC KOREA
 パイオニア川越 ３—２ 茨城教員葵
決定戦 さいたまSC ３—０ クラブ・ドラゴンズ
 アルマレッザ飯能 ３—２ 流通経済大学FC
 パイオニア川越 １—２ 日立ビルシステム
※さいたまSCとアルマレッザ飯能が本大会に出場。

第１３回東日本社会人サッカー大会
７月１４日〜１６日　川口市青木町公園総合運動場他

１回戦 埼玉県社会人選抜 １—２ 福島ユナイテッドFC
 埼玉県国体選抜 ０—０ 三重県国体選抜
  （２PK３）

５位決定戦 埼玉県国体選抜 ２—０ 埼玉県社会人選抜
※優勝は福島ユナイテッドFC

第１９回全国クラブチームサッカー選手権大会関東大会
９月１５日〜１７日　ひたちなか市総合運動公園スポーツひろば

１回戦 与野八王子クラブ １—１ ルガノルテ北杜
  （４PK２）

準決勝 与野八王子クラブ ３—２ AS CASA
決勝 OFC ３—１ 与野八王子クラブ
※優勝はOFC（群馬県代表）。

第４８回全国社会人サッカー選手権大会
１０月〜　東京都内各地

１回戦 さいたまSC １—０ サウルコス福井
 ファジアーノ岡山ネクスト １—０ アルマレッザ飯能
２回戦 さいたまSC １—２ アミティエSC
※優勝はFC KOREA
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２種
平成２４年度第３６回日本クラブユースサッカー選手権（U−１８）
大会関東大会
４月７日〜６月２４日　那須スポーツパーク他

●９位決定戦
 大宮アルディージャ １—１ ジェフユナイテッド千葉
  （４PK５）

●１〜４位決定戦
 横浜F・マリノス ０—３ 浦和レッズ
 FC東京 ２—３ 浦和レッズ
※浦和レッズが優勝。上位９チームが全国大会に出場する。

第３６回日本クラブユースサッカー選手権（U−１８）大会
７月２６日〜８月４日　ニッパツ三ツ沢球技場他

●ラウンド１６ 浦和レッズ ４—３ 大分トリニータ
●準々決勝 浦和レッズ ３—４ 横浜F・マリノス
※優勝は柏レイソルU−１８（初）

３種
関東ユース（Ｕ−１５）サッカーリーグ
●１部リーグ　全日程終了

●２部リーグ　全日程終了

中体連
第４３回関東中学校サッカー大会
８月７日〜９日　栃木県総合運動公園陸上競技場他

１回戦 鴻巣市立吹上中学校 １—０ 甲府市立西中学校
 船橋市立八木が谷中学校 ４—０ さいたま市立木崎中学校
準々決勝 鴻巣市立吹上中学校 ２—３ 吉岡町立吉岡中学校
順位決定戦 日光市立今市中学校 ３—２ 鴻巣市立吹上中学校
 鴻巣市立吹上中学校 ０—１ 館林市立多々良中学校
※ 優勝はかえつ有明中学校。埼玉県からは本大会への出場はならず。

クラブユース
第１８回関東クラブユースサッカー選手権（Ｕ−１５）大会
６月２３日〜７月１５日　河口湖サッカー場他

１回戦 浦和レッズ １—１ SP・フッチSC
  （４PK５）

 東京ヴェルディ ４—０ 朝霞エステレーラ
 GRANDE FC ４—２ FC杉野
 AS栃木 ０—１ FC KASUKABE
 鹿島アントラーズ ７—１ 武南ジュニアユース
 レジェンド熊谷 １—１ 水戸ホーリーホック
  （４PK３）

 ジェフ市原・千葉 ４—１ CAアレグレ
 鹿島アントラーズノルテ １—１ HAN FC
  （４PK１）

 大宮アルディージャ ５—１ 坂戸ディプロマッツ
 クマガヤSC ４—０ 町田JFC

 FC深谷 １—３ 横浜Ｆ・マリノス
２回戦 FC多摩 ３—２ 大宮アルディージャ
 FC KASUKABE ０—４ 鹿島アントラーズ
 大豆戸FC １—３ クマガヤSC
 GRANDE FC ３—０ レジェンド熊谷
３回戦 ジェフ市原・千葉 ４—３ クマガヤSC
 GRANDE FC ３—２ ラルクヴェール千葉
準々決勝 鹿島アントラーズ １—０ GRANDE FC
９位決定戦 クマガヤSC ３—２ 横浜Ｆ・マリノス
 クマガヤSC ６—２ SP・フッチSC
 柏レイソル ５—１ クマガヤSC
※ 優勝は FC 多摩。GRANDE FC が第７代表として本大会に出場する。

第２７回日本クラブユースサッカー選手権（Ｕ−１５）大会
８月１４日〜２３日　帯広の森球技場他

●１次ラウンド

表入る

※ 優勝はガンバ大阪ジュニアユース

４種
第３６回全日本少年サッカー大会
７月３１日〜８月４日　愛鷹広域公園多目的競技場他

●１次ラウンド

●２次ラウンドグループＦ
 新座片山ＦＣ ２—０ 栃木ＳＣ
 新座片山ＦＣ ３—１ ディアブロッサ高田ＦＣ
●決勝トーナメント
準々決勝 ファナティコス ０—１ 新座片山ＦＣ
準決勝 新座片山ＦＣ ２—０ 名古屋グランパス
決勝 柏レイソル １—３ 新座片山ＦＣ
※新座片山ＦＣは１６年振り２度目の優勝

第３６回関東少年サッカー大会
８月１８日、１９日　神奈川県立体育センター球技場他

●グループリーグ

●３位パート
１回戦 上福岡少年少女 ０—２ 古河ＳＳ
●１位パート
１回戦 ＦＣアビリスタ １—０ 高崎エヴォリスタ
 鹿島つくばジュニア ０—４ 江南南ＳＳ
準決勝 ＦＣアビリスタ ０—１ 江南南ＳＳ
決勝 江南南ＳＳ ２—１ 府中新町ＦＣ
※優勝は江南南ＳＳ

埼玉国際ジュニアサッカー大会２０１２
７月２４日〜２９日　埼玉スタジアム他

●決勝トーナメント

２部リーグ①

５位　浦和SC 

今市アルシオーネ

１●６

東京ベイ

１●１

つくばSC

０●８

大宮ソシオ

０●１２

２部リーグ②

４位　ACフツーロ 

TFCシュトルツ

３○１

西多摩SSS

３●４

エスペランサ

０●１

ヴェルディ相模原

１●７

グループA

３位　アルディージャ

鹿島

０●２

グループC

１位　レッズ　

川崎

５○１

FC東京

１●３

湘南

５○２

甲府

１○０

横河武蔵野

０△０

つくばFC

７○０

RIO FC

７○０

エスペランサ

９○１

川崎栗の木

４○０

●１次予選リーグ

●２次予選リーグ

Dグループ

２位　浦和レッズ 

鹿島

１○０

鳥取

４○０

京都

０●１

Fグループ

４位 GRANDE FC

ジュビロ沼津

０●４

ブレイズ熊本

１△１

札幌

０●６

８組

１位　新座片山FC

FCやまぼうし

５○０

JKキッズなめりかわ

３○０

サガン鳥栖

６○１

A組

１位　アビリスタ 

D組

１位　江南南 

G組

３位　上福岡少年少女 

三島FC

０△０

府中新町

１●６

横浜F・マリノスプライマリー

２○１

JACPA東京

１△１

TEAMリフレ

２○０

甲府U－１２

４○１

順位

１

１０

勝

１４

５

分

６

５

負

２

１２

得点

６５

２３

失点

２５

５０

差

＋４０

－２７

勝点

４８

２０

チーム名

大宮アルディージャJY

浦和レッドダイヤモンズJY

順位

１

６

勝

１８

１０

分

３

４

負

１

８

得点

６１

４１

失点

２３

３３

差

＋３８

＋８

勝点

５７

３４

チーム名

クマガヤSC

GRANDE FC

1

1

1

1

0

2

3

0

1

1

0

2

1

2

0

1

マレーシア

千葉県選抜

埼玉県選抜

茨城県選抜

タイ王国

愛知県選抜

アメリカオアフ

埼玉県南部選抜

埼玉県南部選抜

2

0

1

0

2

0

1

2

1

4
PK

5

6
PK

4

3
PK
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※優勝は県南部選抜、２位
県選抜、９位県東部選抜、
１３位朝霞市選抜、１６位
川口市選抜、１９位県西部
選抜、２３位幸手市選抜、
２４位越谷市選抜

女子
第３４回関東女子サッカー選手権大会 兼 
第３４回全日本女子サッカー選手権大会関東地区予選
１０月６日〜１４日　埼玉スタジアム第２グラウンド他

１回戦 浦和レッズレディースユース ３—１ 太田レディース
 尚美学園大学 ０—２ ノジマステラ神奈川
 大東文化大学 １—２ 武蔵丘短期大学
準々決勝 浦和レッズレディースユース １—０ 筑波大学
 ノジマステラ神奈川 ２—１ 武蔵丘短期大学
準決勝 浦和レッズレディースユース １—２ 早稲田大学
３位決定戦 浦和レッズレディースユース ２—２ 日本体育大学
  （５PK３）

※優勝は早稲田大学。上位４チームは本大会に出場する。

全国高等学校総合体育大会サッカー競技（女子）
７月２９日〜８月４日　アルウィン他

１回戦　　本庄第一高校　０—２　大谷室蘭
※優勝は日ノ本学園高校

（兵庫）。

第１７回関東女子ユース（Ｕ−１５）サッカー選手権大会 兼
第１７回全日本女子ユース（Ｕ−１５）サッカー選手権大会関東予選
６月１６日〜２４日　保土ヶ谷公園サッカー場他

●グループリーグ

●決勝トーナメント
１回戦 エルフェン狭山MARI ３—０ ジェフ千葉Ｕ−１５
 大宮FCエンジェルス０５ １—０ 横須賀シーガルズJOY
 ＹＳＣＣコスモス １—４ 浦和レッズジュニアユース
準決勝 エルフェン狭山MARI １—０ 大宮ＦＣエンジェルス０５
 ジェフ千葉Ｕ−１６ １—０ 浦和レッズジュニアユース
３位決定戦 大宮FCエンジェルス０５ １—２ 浦和レッズジュニアユース
決勝 エルフェン狭山MARI ０—４ ジェフ千葉Ｕ−１６
※優勝はジェフ千葉Ｕ−１６。上位９チームが本大会に出場する。

第１７回全日本女子ユース（Ｕ−１５）サッカー選手権大会
７月２８日〜８月２日　J-GREEN 堺

１回戦 アルビレックス新潟Ｕ−１８ １—２ 大宮ＦＣエンジェルス０５
 浦和レッズジュニアユース ７—１ 東白石あかつきFC
 秋田ＬＦＣユース ０—７ エルフェン狭山MARI
２回戦 大宮ＦＣエンジェルス０５ ０—０ 神村学園中等部
  （４PK５）

 常葉学園橘中学校 １—１ エルフェン狭山MARI
  （１PK２）

 京都精華女子中学校 ０—１ 浦和レッズジュニアユース

準々決勝 浦和レッズジュニアユース １—０ ＪＦＡアカデミー福島
 エルフェン狭山MARI １—０ スフィーダ世田谷ユース
準決勝 浦和レッズジュニアユース ２—１ エルフェン狭山MARI
３位決定戦 丸岡ＲＵＣＫレディース ２—２ エルフェン狭山MARI
  （１PK２）

決勝 ＦＣヴィトーリア ０—０ 浦和レッズジュニアユース
  （３PK５）

※優勝は浦和レッズレディースジュニアユース。これで５連覇達成。AS
エルフェン狭山 MARI も３位に入賞した。

第１０回 JFA 関東ガールズエイト（Ｕ−１２）サッカー大会
８月１８日、１９日　那須塩原・青木サッカー場他

※ 東大宮エンジェルスと戸木南ボンバーズはグループ優勝

第１７回首都圏少女サッカー交流大会
９月２３日　八王子・戸吹公園競技場

１回戦
 埼玉県女子Ｕ−１２トレセン ３—０ 栃木県選抜・空
準決勝
 埼玉県女子Ｕ−１２トレセン ３—１ 群馬県少女選抜
※ 悪天候のため、埼玉県女子Ｕ−１２トレセンと東京都女子Ｕ−１２トレセ
ンが優勝。埼玉県は７年振り４度目の優勝。

シニア
第７回関東シニアサッカー選手権大会（Over６０）
８月４日、５日　市原市スポレクパーク

●予選リーグ

●決勝　　茨城県　１—０　埼玉県
※ 優勝は茨城県。

ねんりんピック宮城・仙台２０１２
１０月１３日〜１６日　松島運動公園他

フットサル
第７回全国ビーチサッカー大会関東大会
７月７日、８日　ひたちなか市阿字ヶ浦海岸

●１次リーグ・Ｃブロック
 CAリバープレートジャパン ７—２ FCガッカン
 CAリバープレートジャパン ０—５ ボンファム
●２次リーグ・Ｅブロック
 CAリバープレートジャパン ０—４ ボンファム
 CAリバープレートジャパン ０—８ 東京レキオスBC
※ 試合順未確認。関東代表は東京レキオス BC と GC ネリネ。

決勝
埼玉県南部選抜 vs 埼玉県選抜

１回戦
本庄第一高校 vs 大谷室蘭

グループA

３位 浦和ラッキーズ 

スマイル

３○０

南が丘

１○０

ROSSA

０△０

下都賀

０●１

グループB

１位 東大宮エンジェルス 

SH G

０△０

宇都宮JFC

０△０

かずさ

２○０

ブルチーノ

４○０

武田消毒

６○０

エストレーラ

１○０

古河

３○０

南大沢

１○０

グループD

５位 SEフィリア

千葉中央

０●３

グループE

１位 戸木南　

厚木

０△０

両毛

１△１

トヨニ

１△１

エスペランサ

０△０

Aグループ

１位 エルフェン狭山MARI 

修徳中

４○０

武田消毒

２○０

YSCC

０●１

Cグループ

２位 大宮FCエンジェルス０５ 

栃木SC

２○０

武蔵野

０●１

ジェフ千葉

２○１

Dグループ

１位 浦和レッズJrユース 

KASHIMA

５○０

世田谷

２○１

ジェフ千葉

１○０

B組

１位 埼玉シニア６０

湘南ペガサス６０

４○１

FCマジョール

０△０

栃木大昭SC

３○０

Bブロック

１位 さいたま市

福岡県

３○０

兵庫県

２○０

山梨県

１△１

Kブロック

２位 埼玉県

徳島県

２○０

滋賀県

１△１

山形県

１△１

第９回全日本女子フットサル選手権大会関東大会
１０月６日、１３日　駒沢オリンピック公園体育館

●１次ラウンド・Ａグループ
 武蔵丘短期大学シエンシア ４—３ タパジーダ
 武蔵丘短期大学シエンシア ３—７ バルドラール浦安ラスボニータス
※ 優勝はカフリンガボーイズ東久留米。上位３チームが本大会へ。
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●数年前、フランスに研修に行ったメンバ
ーで一番良いコーチと思ったのが、神戸の
下部組織の野田（知氏）コーチでした。国体
少年で３０年ぶりに兵庫が優勝しました。関
係ありかな？（坂庭）
●北海道旅行してきました。札幌では友達と
１０年ぶりの再会に感動！それにしても北海
道、１０月中旬なのに寒かった〜 >_<（こいち）
●誘われて出掛けたイベント。混雑してい
る会場で高校の時に教わった先生と偶然会

と思います！あぁ〜さんまが食べたい（笑）
（佐々木）
●男子にしても女子にしても、県内の若い
選手が世界で活躍してくれていますが、先
日は久々に春日部出身の佐藤寿人選手（広島）
が日本代表に呼ばれました。残念ながらフ
ランス戦でもブラジル戦でも出場はありま
せんでしたが、Ｊリーグのトップスコアラ
ーとして、その出番を待ちたいと思います。

（荒川）

い、互いに驚きつつも話す事ができました。
思い掛けない場所で思いも寄らない人に会
うのは、嬉しく楽しい一時ですね！（かのう）
●今年も気づけば「収穫の秋」です。秋生
まれの私は、また１つ歳を重ねられたこと
に感謝し、１年に１つだけでも実りある物
を残していければと思います。（小豆澤）
●秋ですね〜。秋といえば食欲の秋！　おい
しい物をたくさん食べて、これからくる寒
い冬を乗り切る為にエネルギーを溜めたい

●「SFA NEWS」をリニューアルします！
　「SFA NEWS」は今回で６１号となりました。創刊号は、１９９７年
４月１５日、モノクロ２ページで創刊されました。以後基本的には
年４回、全登録チームと３級審判以上の皆さん、そして関係者の
皆さんに送付してまいりました。２号目からカラー面を含めた４
ページとなるなど、時代の流れの中で変化していきました。改め
て紙面を振り返れば、様々な場面で繰り広げられた埼玉のサッカ
ーの歴史を振り返ることができます。
　さて、これまで年４回発行してきた「SFA NEWS」の紙での
発行を今回で休止し、今後は公式ウェブサイトへ移行することに
しました。しかし、質を落とすことなく、もっとタイムリーに、
内容を掘り下げたニュースをお届けしていきたいと考えておりま
す。引き続き、ご支援、ご理解を賜りたいと存じます。
　さらに多くの皆さんに読んでいただき、しっかりとした情報公
開を行いながら、今まで以上に県内のサッカー環境向上に務めて
まいりたいと思います。
　最後に、長く「SFA NEWS」制作に携わって来られた、歴代の
広報委員長である関根弘之氏、髙橋明氏に感謝を申し上げたいと
思います。ありがとうございました。

新「SFA NEWS」の概要
・隔月発行（年６回）。
・１号あたり８ページ。
・発行形態は、SFA 公式ウェブサイトにPDFとして掲載。

●JFAキッズ（U−８）サッカーフェスティバル２０１２ in熊谷
　９月２３日、くまがやドームにおいて、JFA キッズ（U−８）サッカ
ーフェスティバル２０１２が開催されました。午前、午後共に各２４チ
ーム、約４６０名の子どもたちがボールを追いかけていました。その
各コートで繰り広げられる熱戦に、３５０名もの保護者の皆さんも熱く
なり、大きな声援を送ってくれました。
　ちょっとしたきっかけかもしれませんが、このフェスティバルを
経験して、少しでも外遊びを楽しんでもらいたいものです。関係者、
スタッフの皆さん、お疲れ様でした。

●平成２４年度市町サッカー協会理事長会議開催
　８月５日、さいたま共済会館において「平成２４年度市町サッカー
協会理事長会議」が開催され、１９の市町協会の他代表の方々と交流を
持ちました。
　横山副会長より、公益財団法人への移行に関する説明と移行に伴
う、今後の SFA の方針の説明がありました。会議後には懇親会を行
い、様々な意見交換がなされました。
　各市町協会と SFA のよりよい交流によって、県内のサッカー環境

がさらによくな
ることを期待し
ています。

インフォメーション

FIFA U−２０女子ワールドカップジャパン
２０１２開催！
　８月１９日から９月８日まで、「FIFA U −２０女子ワールドカップ 
ジャパン ２０１２」が日本で開催されました。埼玉県でもさいたま
市・浦和駒場スタジアムでグループリーグ６試合、準々決勝２試
合が開催されました。

グループステージ
　８月１９日 ブラジル １—１ イタリア
 ナイジェリア ２—０ 韓国
　８月２２日 ブラジル １—１ ナイジェリア
 イタリア ０—２ 韓国
　８月２７日 カナダ １—２ 北朝鮮
 中国 １—０ ガーナ
セカンドステージ〜準々決勝
　８月３１日 北朝鮮 １—２ アメリカ
  （延長）
 ドイツ ４—０ ノルウェー

　残念ながら、日本代表の試合は開催されませんでしたが、多
くの県民の皆さん、特に将来の「なでしこジャパン」候補の子ど
もたちが観戦してくれたことは、将来に大きな希望を抱かせてく
れました。
　なお日本代表は３位に入りました。選手の皆さん、お疲れ様で
した。なお、優勝はアメリカ合衆国となりました。
　今回の開催を「財産」として残すべく、開催各地でレガシー
プログラムも開催されました。詳細は　http://www.jfa.or.jp/
fu20wwc/legacyprogramme/ をご覧下さい。

Ｕ−２０女子日本代表（埼玉県関係者）
MF加藤千佳（鴻巣 FC プライマリー出身）、藤田のぞみ（キャプテン）、
猶本光、柴田華絵、DF坂本理保、和田奈央子、GK 池田咲紀子（浦

和ラッキーズ出身）【以上、浦和レッズレディース所属】、DF土光真代（戸木南
ボンバーズ→戸田南 FC サッカー少年団→戸木南ボンバーズ→日テレ・ベレーザ）

FIFA U−１７女子ワールドカップ アゼル
バイジャン ２０１２ では惜しくもベスト８！
　９月２２日からアゼルバイジャンで開催された「FIFA U−１７女
子ワールドカップ アゼルバイジャン２０１２」において、日本代表は
ベスト８となりました。なお、優勝はフランスでした。以下、埼
玉県関係者です。お疲れ様でした。

Ｕ−１７女子日本代表（埼玉県関係者）
DF	石井咲希、MF 中村みづき（共に浦和レッズレディースユース）

DF	乗松瑠華（西上尾キッカーズスポーツ少年団→JFAアカデミー福島）

MF	長谷川唯（戸田南 FC サッカー少年団→戸木南ボンバーズ→日テレ・  
　　　　　　　　メニーナ）




